仮処分命令申立却下決定に対する即時抗告申立書

東京高等裁判所　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１７年８月１８日
抗告人ら代理人弁護士　　神　山　美智子

同　　　　　　　光　前　幸　一

同　　　　　　　柳　原　敏　夫
同　　　　　　　柏　木　利　博

　

同　　　　　　　近　藤　卓　史

同　　　　　　　馬　場　秀　行

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　当事者の表示　　別紙当事者目録記載のとおり

　上記当事者間の平成１７年（ヨ）第９号遺伝子組み換え稲の作付け禁止仮処分命令申立事件について，新潟地方裁判所が平成１７年８月１７日に下した申立却下の決定に対し，即時抗告の申立をする。

（原決定の表示）

　　主文

１　債権者らの申立をいずれも却下する。

　　　２　申立費用は債権者らの負担とする。

　　

　　理由

　　　省略する。

（抗告の趣旨）

　　１　原決定を取り消す。

　　２　相手方は，即時抗告決定の送達の日から２日以内に，原決定別紙記載の圃場に試験作付けしたディフェンシン遺伝子を組み込ませたイネを刈り取らなければならない。

　　３　相手方が，上記期間内内に上記イネを刈り取らないときは，抗告人らは，新潟地方裁判所執行官に相手方の費用で上記イネを刈り取らせることができる。

（抗告の理由）

　　１　抗告人らは，債務者が試験栽培したイネが周辺農家の一般イネと交雑する危険や挿入されたディフェンシン遺伝子によりディフェンシン耐性菌が発生するおそれがあり，しかも，相手方の野外による試験栽培は栽培方法等にてらして野外で試験栽培をするだけの必要性も有用性も認められないこと，他方，試験栽培イネと一般イネとの交雑，ディフェンシン耐性菌の発生により，債権者らには，事後的回復が不能な重大な損害が発生する虞があることなどを主張，疎明して，債務者が試験栽培したイネの刈り取りを求めた。

２　これに対し，原決定は，債務者が施す予定の交雑防止措置により交雑の可能性はほとんどなく，また耐性菌発生の疎明もないなどを理由に抗告人らの申立てを却下した。

３　しかし，原決定が説示する事実及び理由は，債権者らが提出した疎明資料の評価を誤り，本試験栽培による交雑及び耐性菌発生の可能性を過少評価したものであって，破棄を免れない。

よって，抗告の趣旨に記載したとおりの決定を求める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

なお，詳細な理由書は，至急，追完する。
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